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■このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業230企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

業況は、卸売業・サービス業・建設業で改善、小売業で横ばい
　　　　　　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答
えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）
は△16.5と、2023年4月～6月期(前期)の調査より0.5㌽改善し、景
況感はわずかに良化しました。業種別では、製造業で前期比3.9㌽、
不動産業で同比16.6㌽低下しましたが、小売業で横ばい、卸売業で
同比3.0㌽、サービス業で同比6.4㌽、建設業で同比11.4㌽改善しま
した。項目別では、売上額判断D.Iが△1.3と前期比9.1㌽、収益判断
D.Iが△10.0と同比3.9㌽ともに改善しました。また、前年同期比売
上額判断D.Iが4.3、前期比6.5㌽、同収益判断D.Iが△8.3、同比11.3㌽
ともに改善しました。雇用面では、人手過不足判断D.Iが△17.8と前
期比3.5㌽低下し、人手不足感が強まりました。また、前期比残業時
間D.Iにおいては前期比5.2㌽改善しました。借入金の動きでは、「借
入した」が前期比0.8㌽増加しましたが、借入難易度は、特に大きな
変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「原材料高」が31.3％、「売上の停滞・減少」が30.9％、「同業者
間の競争激化」が29.1％と上位に挙げられました。また、特別調査の「中小企業の将来を見据えた事業承継につ
いて」、現時点における事業承継の考え方についての質問に対し、子供（娘婿などを含む）に承継との回答が43.9％と
最も多く、事業承継を行おうとする際にどのようなことが問題になると考えられますかの質問に対しては、事業の
将来性との回答が30.3％と最も多い結果となりました。
◎業況判断D.I＝「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標　◎特別調査の詳細は8～9ページに掲載しています

　来期は、小売業を除き全業種で改
善を見込んでいます。項目別では、売
上額判断D.Iが当期実績比1.7㌽、収

  業況の見通し判断Ｄ.Iは△10.4、当期実績比6.1㌽改善の見込3ヶ月予報 見通し（10月▶12月期）

益判断D.Iでは同比3.5㌽ともに改善を見込んでいま
す。また、販売価格判断D.Iは当期実績比5.6㌽低下
を見込んでいます。

　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比0.5㌽低下、残業時間判断D.Iが同比0.9㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が60.0％、
「販路を広げる」が32.2％、「人材を確保する」が
23.5％と上位に挙げられました。

12 3 6 9 12 3 6 9  
 21.     22.    23. 

時期 10～12月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 5年4月～6月 5年7月～9月 5年10月～12月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ．Ｉは、０．５㌽改善し△１６．５。来期は、６．１㌽改善し△１０．４の見通し。

業況判断D.Iは、３．９㌽低下し△２０．８。来期は、６．９㌽改善し△１３．９の見通し。

業況判断D.Iは、３．０㌽改善し△２１．２。来期は、３．０㌽改善し△１８．２の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２４．４。来期は、２．４㌽低下し△２６．８の見通し。

業況判断D.Iは、６．４㌽改善し△１９．４。来期は、１２．９㌽改善し△６．５の見通し。

業況判断D.Iは、１１．４㌽改善し１１．４。来期は、５．７㌽改善し１７．１の見通し。

業況判断D.Iは、１６．６㌽低下し△２２．２。来期は、１６．６㌽改善し△５．６の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

〒307-8601  結城市大字結城557番地
TEL（0296）32ー2110　FAX（0296）33ー0414
http://www.shinkin.co.jp/yuki/

 Number.117
（2023.7～9月期）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ1＿10

結城信用金庫営業統括部

概況（7月▶9月期）

調査結果の
あらまし

　　 後　記
ユーシン景気動向調査に、ご理解とご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。
皆さまのご意見、ご希望をどしどしお寄せください。

２０２5年版カレンダー「ユーシンのある街」写真コンテスト

※応募要領につきましては当金庫ホームページをご覧ください。

　結城信用金庫の店舗がある街で未来に残しておきたい風景・街並み・祭りなどを
テーマに写真コンテストを開催中！
　応募作品の中から優秀作品を選定し、2025年のカレンダーに採用します。

20歳以上の方
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7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.5  62.5  25.0 

8.3  69.5  22.2 

 18.1  77.7  4.2 

33.4  62.4  4.2 

 11.1  73.6  15.3 

【収　益】

 11.1  68.1  20.8 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

5.6  68.0  26.4 

8.3  65.3  26.4 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

　項目別では、売上額判断D.Iが
△12.5と前期比6.9㌽、収益判断D.I

が△18.1と同比8.2㌽ともに低下しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが△5.6、前期比2.8㌽
低下、同収益判断D.Iが△19.4、同比6.0㌽改善し
ました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.3
と前期比0.2㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△6.9と前期比
5.8㌽改善しました。

　原材料高騰の影響により利幅は縮小している。一方で受注状況は増加
傾向にあることから、人手不足対応するため従業員募集するも思うよう
な雇用が出来ていない。　

調査員のコメントから

時期

製造業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23.

業況判断D.Iは△20.8、前期比3.9㌽の低下

　借入金の動きでは、「借入した」が15.3％（前期
19.7％）、「予定あり」が12.5％（同14.1％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答し
た企業は9.7％（前期8.5％）となりました。
　経営上の問題点では、「原材料高」が50.0％、
｢売上の停滞・減少｣が34.7％、「利幅の縮小」が
26.4％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比8.3㌽、
収益判断 D.Iが同比8.4㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断 D.Iは当期実績比4.1㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断 D.Iが当期
実績比1.4㌽、残業時間判断 D.Iが同比1.3㌽とも
に改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が62.5％、
「販路を広げる」が34.7％、「人材を確保する」が
25.0％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△13.9、
当期実績比6.9㌽改善の見込
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　事業の将来性
　取引先との信頼関係の維持

　後継者の力量
　候補者の選定・確保
　従業員の雇用維持
　従業員の理解
　譲渡金額

　借入金・個人保証の引継ぎ

（複数回答：3つ以内）

問3 貴社では事業承継を行おうとする際に、どのようなことが問題になると考えられますか。

問4 中小企業が円滑に事業承継を進めていく上で、信用金庫には何を期待しますか。信用金庫に
対して期待していること、もしくは今後期待したいことについてお答えください。

問5 近年、中小企業におけるM&A（第三者への事業譲渡）が話題になっていますが、M&Aについ
てどのような認識を持っていますか。

M&Aについて
認識がある
83.1％

M&Aは
よくわからない
16.9％

事業承継を行う際の問題点の内容

信用金庫に対して期待していること

　　　　　　　　　　　　　　　　 30.3％

　　　　　　　　　　18.8％

　　　　　　 12.4％

　　　　7.9％

　　　　8.1％

　2.4％

0.5％

　　　　7.9％

　　4.3％

　　　　　　　　　　　　　　　　 30.3％

　　　　　　　　　　18.8％

　　　　　　 12.4％

　　　　7.9％

　　　　8.1％

　2.4％

0.5％

　　　　7.9％

　　4.3％　個人資産の取扱い・相続税等の
税金対策

事業承継を行う際
問題点がある
92.6％

問題点は特にない
7.4％
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後継者教育・セミナー等

個別相談

専門家（税理士等）の紹介

事業譲渡先の紹介

事業承継前後の個人保証・担保への対応

　　早期の事業承継の準備への助言等

　承継後の事業計画策定への助言等

M&Aについての認識

　　　　　  10.9％

　　　　　　　　　　　20.4％

　　　　　  10.4％

　1.8％

　    4.8％

          6.1％

　　  5.2％

　　　　　  10.9％

　　　　　　　　　　　20.4％

　　　　　  10.4％

　1.8％

　    4.8％

          6.1％

　　  5.2％
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　事業を最適な先に譲渡できる

　従業員の雇用を維持できる

　取引関係を維持できる

　事業拡大戦略の1つである

　乗っ取りなど負のイメージがある

　中小企業にはなじまない

　従業員の雇用維持に不安がある

　専門家の支援が必要なものである

そ　の　他

（複数回答：3つ以内）

　　　　　　　   14.3％

　　　　　　　12.9％

　　　　　　11.1％

　　　　　　   12.9％

　 2.9％

　　　　   9.2％

　　  4.6％

　　　　　　　　14.6％

0.6％

　　　　　　　   14.3％

　　　　　　　12.9％

　　　　　　11.1％

　　　　　　   12.9％

　 2.9％

　　　　   9.2％

　　  4.6％

　　　　　　　　14.6％

0.6％

その他　1.3％

自社の問題で
あるため
自社で解決
10.0％

円滑に事業承継を
進めていく上で
信用金庫に期待する
ことがある
59.6％

信用金庫に
期待することは
特にない  29.1％



　仕入先と販売先双方に価格交渉を行い利幅縮小の打開策としている。なお、
他社では取り揃えていないような商品を扱い多くの固定客から要望を満たすこ
とで安定した売上確保に努めている。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△21.2、前期比3.0㌽の改善

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.1㌽低
下、収益判断D.Iが同比横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iでは当期実績比6.0㌽低下を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.1㌽改善、残業時間判断D.Iが同比横ばいの見通
しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・「経費の節
減」がそれぞれ63.6％、「情報力の強化」が24.2％、「品
揃えを充実する」が21.2％と上位に挙げられました。

概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△18.2、
当期実績比3.0㌽改善の見込

景況天気図

3ヶ月予報

　項目別では、売上額判断D.Iが
△15.2と前期比27.3㌽、収益判断

D.Iが△9.1と同比9.1㌽ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが9.1、前期比15.2㌽、
同収益判断D.Iが△12.1、同比12.1㌽ともに改善し
ました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.2
と前期比3.1㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△6.1と前期比3.0㌽改
善しました。

　借入金の動きでは、「借入した」が12.1％（前期
12.1％）、「予定あり」が3.0％（同18.2％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は15.2％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「利幅の縮小」が48.5％、
「売上の停滞・減少」・「同業者間の競争激化」が
それぞれ33.3％、「仕入先からの値上要請」が
30.3％と上位に挙げられました。

10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23.
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7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 24.2  57.7  18.1 

 15.1  60.7  24.2 

 18.2  54.5  27.3 

 33.4 48.4  18.2 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.1  54.6  33.3 

 66.7  33.3  0.0 

15.2  51.4  33.4 

 48.4  45.6  6.0 

■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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問1 貴社の社長（代表者）の年齢階層はいずれに属しますか。
また、貴社の後継者問題について最も当てはまるものをお答えください。

問2 貴社の現時点における事業承継の考え方について最もあてはまるものをお答えください。

中小企業の将来を見据えた事業承継について中小企業の将来を見据えた事業承継について

社長の
年齢階層

後継者に
ついて

70歳代以上
26.5％

後継者はすでに
決まっている
23.5％

後継者が見当たらない

まだ考えていない

（％）0 10 20 30 40

 後継者が決まっていない要員

現在時点では
理由があり考えていない
8.7％

20歳代、30歳代
1.7％

50歳代　28.3％

40歳代　12.6％

60歳代　30.9％

後継者はまだ
決まっていない
76.5％

後継者は必要ない
（事業譲渡希望、廃業予定など）

後継者候補はいるが、
まだ決定ではない 　　　　　 20.0％

   10.4％

　　　　　　　　　　37.8％

8.3％

子供（娘婿などを含む）に承継

その他の同族者（兄弟、親戚など）に承継

非同族の役員、従業員に承継

非同族の社外人材に承継

M＆A（第三者への事業譲渡）等
（％）0 10 20 30 40 50

事業承継の候補先

現時点で
考えるつもりはない
22.2％

現時点で
考えるつもりはない
22.2％

現在の事業を
継続するつもりがない
10.0％

事業継承する
予定がある
59.1％

　　　　　　　　　　　43.9％

　　   7.8％

       5.2％

0.0％

   2.2％

忙しくて考える余裕がない

何から手をつけていいかわからない

身近に相談相手がいない

（％）0 10 20

考えていない理由

　 3.5％

　3.0％

   2.2％

中小企業の将来を見据えた 事業承継について中小企業の将来を見据えた 事業承継について



　項目別では、売上額判断D.Iが
22.0と前期比24.4㌽改善、収益判断

D.Iが0.0と同比7.3㌽ともに改善しました。また、前
年同期比売上額判断D.Iが12.2、前期比12.2㌽、同
収益判断D.Iが△4.9、同比9.7㌽ともに改善しまし
た。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.1
と前期比2.4㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△2.4と前期比
9.8㌽改善しました。

　高齢化による常連客の減少が大きい。また、集客力の低下等に問題があ
るため、店頭での販売に留めずインターネットを通じて販路を広げ売上確
保に努めている。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△24.4、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比26.9㌽、
収益判断D.Iが同比14.6㌽ともに低下を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比17.1㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比2.5㌽低下の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が68.3％、
「品揃えを改善する」が34.1％、「売れ筋商品の取
扱」が26.8％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△26.8、
当期実績比2.4㌽低下の見込

3ヶ月予報

　物価高により売上が伸び悩んでいる。今後は賃貸物件の修繕費等が嵩む
ことが心配である。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△22.2、前期比16.6㌽の低下

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.6㌽、
収益判断D.Iが同比11.1㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比横ばい
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比5.6㌽増加の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、｢情報力の強化｣が61.1％、
「経費の節減」が38.9％、「販路を広げる」・「宣伝・広
告の強化」がそれぞれ27.8％と上位に挙げられま
した。

景況天気図 概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△5.6、
当期実績比16.6㌽改善の見込

3ヶ月予報

　借入金の動きでは、「借入した」が14.6％（前期
17.1％）、「予定あり」が12.2％（同12.2％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答し
た企業は2.4％（前期4.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
41.5％、「大型店との競争激化」が26.8％、「同業
者間の競争激化」・「仕入先からの値上要請」がそ
れぞれ24.4％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが
△5.6と前期比横ばい、収益判断D.I

が△11.1と同比横ばいとなりました。また、前年同
期比売上額判断D.Iが△11.1、前期比5.5㌽低下、同
収益判断D.Iが△5.6、同比11.1㌽改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比5.5㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比5.6㌽低下
となりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が11.1％（前期
5.6％）、「予定あり」が5.6％（同5.6％）を示してい
ます。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」
が44.4％、「商品物件の不足」が27.8％、「売上の
停滞・減少」が22.2％と上位に挙げられました。

　

 Keikyo Report  No.117

4

 Keikyo Report  No.117

7

　　

7～9月の
実　績

10～12月の
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7～9月の
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10～12月の
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10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 22.0  51.1  26.9 

 19.5  61.0  19.5 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 11.1  77.8  11.1 

 5.6  77.7  16.7 

 11.1  77.8  11.1 

 5.6  83.2   11.2 0.0  77.8  22.2 

0.0  94.4  5.6 

 22.2  77.8  0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 46.4  29.2  24.4 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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 68.3  31.7  0.0 

 16.7  83.3  0.0  9.8  65.8  24.4  51.2  48.8  0.0 

 9.8  56.0  34.2 

 9.8  53.6   36.6 

10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23. 10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23.

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7



　項目別では、売上額判断D.Iが0.0
と前期比2.8㌽、受注残判断D.Iが

2.9と同比16.8㌽ともに改善しました。また、前年同
期比売上額判断D.Iが14.3、前期比8.7㌽、同収益
判断D.Iが8.6、同比19.7㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△20.0と
前期比11.7㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△8.6と前期比0.3㌽低
下しました。

　受注状況は増加傾向にある。なお、今年は猛暑日が続いたため工事進
捗状況に支障を来した。また、慢性的な人材不足から、労働条件等を見
直し人材確保に努める方針である。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは11.4、前期比11.4㌽の改善　

　借入金の動きでは、「借入した」が37.1％(前期
27.8％）、「予定あり」が22.9％(同16.7％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答し
た企業は14.3％(前期8.3％)となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
68.6％、「人手不足」が42.9％、「同業者間の競争
激化」が34.3％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比28.6㌽、
収益判断D.Iが同比11.4㌽ともに改善を見込んで
います。また、材料価格判断D.Iは当期実績比8.5㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比5.7㌽低下、残業時間判断D.Iが同比2.9㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が68.6％、
｢人材を確保する｣が48.6％、「販路を広げる｣が
25.7％と上位に挙げられました。

概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは17.1、
当期実績比5.7㌽改善の見込

　項目別では、売上額判断D.Iが
△3.2と前期比19.4㌽、収益判断D.I

が△16.1と同比19.4㌽ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが9.7、前期比16.2㌽、
同収益判断D.Iが△3.2、同比16.2㌽ともに改善し
ました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.6
と前期比9.7㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△6.5と前期比12.9㌽
改善しました。

　少人数の客は戻りつつあるも団体客が少なくなっている。また、外国人
実習生の積極的な登用により人手不足の解消に努めている調査員のコメントから

業況判断D.Iは△19.4、前期比6.4㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が6.5％（前期
0.0％）、「予定あり」が3.2％（同3.2％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は0.0％（前期3.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
38.7％、「同業者間の競争激化」が35.5％、「売上
の停滞・減少」・「人手不足」がそれぞれ22.6％と
上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比3.2㌽、
収益判断D.Iが同比6.4㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比6.4㌽低
下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比3.2㌽低下、残業時間判断D.Iが同比横ばいの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が45.2％、
「経費の節減」が41.9％、「人材を確保する」が
29.0％と上位に挙げられました。

概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△6.5、
当期実績比12.9㌽改善の見込

景況天気図

3ヶ月予報

景況天気図

3ヶ月予報
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
 17.1  65.8  17.1 

 17.1  65.8  17.1  17.2  77.0  5.8 7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
3.2   77.5  19.3 

 6.5  83.8  9.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 9.7  80.6  9.7 

 6.5  77.3  16.2  17.2  77.0  5.8 

 22.8  71.5  5.7  31.4  65.8  2.8 

 51.6  48.4  0.0 

 45.2 54.8  0.0 

 9.7  74.1  16.2 

 48.6  51.4  0.0 

3.2  74.2  22.6 

 60.0  37.1  2.9 

■ サービス業 回答企業数31企業（回答率100％）■ 建 設 業 回答企業35企業（回答率97.2％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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　項目別では、売上額判断D.Iが0.0
と前期比2.8㌽、受注残判断D.Iが

2.9と同比16.8㌽ともに改善しました。また、前年同
期比売上額判断D.Iが14.3、前期比8.7㌽、同収益
判断D.Iが8.6、同比19.7㌽ともに改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△20.0と
前期比11.7㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△8.6と前期比0.3㌽低
下しました。

　受注状況は増加傾向にある。なお、今年は猛暑日が続いたため工事進
捗状況に支障を来した。また、慢性的な人材不足から、労働条件等を見
直し人材確保に努める方針である。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは11.4、前期比11.4㌽の改善　

　借入金の動きでは、「借入した」が37.1％(前期
27.8％）、「予定あり」が22.9％(同16.7％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答し
た企業は14.3％(前期8.3％)となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
68.6％、「人手不足」が42.9％、「同業者間の競争
激化」が34.3％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比28.6㌽、
収益判断D.Iが同比11.4㌽ともに改善を見込んで
います。また、材料価格判断D.Iは当期実績比8.5㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比5.7㌽低下、残業時間判断D.Iが同比2.9㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が68.6％、
｢人材を確保する｣が48.6％、「販路を広げる｣が
25.7％と上位に挙げられました。

概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは17.1、
当期実績比5.7㌽改善の見込

　項目別では、売上額判断D.Iが
△3.2と前期比19.4㌽、収益判断D.I

が△16.1と同比19.4㌽ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが9.7、前期比16.2㌽、
同収益判断D.Iが△3.2、同比16.2㌽ともに改善し
ました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.6
と前期比9.7㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△6.5と前期比12.9㌽
改善しました。

　少人数の客は戻りつつあるも団体客が少なくなっている。また、外国人
実習生の積極的な登用により人手不足の解消に努めている調査員のコメントから

業況判断D.Iは△19.4、前期比6.4㌽の改善

　借入金の動きでは、「借入した」が6.5％（前期
0.0％）、「予定あり」が3.2％（同3.2％）を示してい
ます。また、設備投資を「実施した」と回答した企
業は0.0％（前期3.2％）となりました。
　経営上の問題点では、「材料価格の上昇」が
38.7％、「同業者間の競争激化」が35.5％、「売上
の停滞・減少」・「人手不足」がそれぞれ22.6％と
上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比3.2㌽、
収益判断D.Iが同比6.4㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、材料価格判断D.Iは当期実績比6.4㌽低
下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比3.2㌽低下、残業時間判断D.Iが同比横ばいの
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」が45.2％、
「経費の節減」が41.9％、「人材を確保する」が
29.0％と上位に挙げられました。

概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△6.5、
当期実績比12.9㌽改善の見込

景況天気図

3ヶ月予報

景況天気図

3ヶ月予報
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【業　況】 【売上額】

【材料価格】 【収　益】
3.2   77.5  19.3 

 6.5  83.8  9.7 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 9.7  80.6  9.7 

 6.5  77.3  16.2  17.2  77.0  5.8 

 22.8  71.5  5.7  31.4  65.8  2.8 

 51.6  48.4  0.0 

 45.2 54.8  0.0 

 9.7  74.1  16.2 

 48.6  51.4  0.0 

3.2  74.2  22.6 

 60.0  37.1  2.9 

■ サービス業 回答企業数31企業（回答率100％）■ 建 設 業 回答企業35企業（回答率97.2％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ5＿6
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10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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12 3 6 9 12 3 6 9  
21.  22. 23.

時期

サービス業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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　項目別では、売上額判断D.Iが
22.0と前期比24.4㌽改善、収益判断

D.Iが0.0と同比7.3㌽ともに改善しました。また、前
年同期比売上額判断D.Iが12.2、前期比12.2㌽、同
収益判断D.Iが△4.9、同比9.7㌽ともに改善しまし
た。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△17.1
と前期比2.4㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△2.4と前期比
9.8㌽改善しました。

　高齢化による常連客の減少が大きい。また、集客力の低下等に問題があ
るため、店頭での販売に留めずインターネットを通じて販路を広げ売上確
保に努めている。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△24.4、前期比横ばい

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比26.9㌽、
収益判断D.Iが同比14.6㌽ともに低下を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比17.1㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比2.5㌽低下の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が68.3％、
「品揃えを改善する」が34.1％、「売れ筋商品の取
扱」が26.8％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△26.8、
当期実績比2.4㌽低下の見込

3ヶ月予報

　物価高により売上が伸び悩んでいる。今後は賃貸物件の修繕費等が嵩む
ことが心配である。調査員のコメントから

業況判断D.Iは△22.2、前期比16.6㌽の低下

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比5.6㌽、
収益判断D.Iが同比11.1㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断D.Iは当期実績比横ばい
を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比横ばい、残業時間判断D.Iが同比5.6㌽増加の
見通しとなっています。
　当面の重点施策では、｢情報力の強化｣が61.1％、
「経費の節減」が38.9％、「販路を広げる」・「宣伝・広
告の強化」がそれぞれ27.8％と上位に挙げられま
した。

景況天気図 概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△5.6、
当期実績比16.6㌽改善の見込

3ヶ月予報

　借入金の動きでは、「借入した」が14.6％（前期
17.1％）、「予定あり」が12.2％（同12.2％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答し
た企業は2.4％（前期4.9％）となりました。
　経営上の問題点では、「売上の停滞・減少」が
41.5％、「大型店との競争激化」が26.8％、「同業
者間の競争激化」・「仕入先からの値上要請」がそ
れぞれ24.4％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが
△5.6と前期比横ばい、収益判断D.I

が△11.1と同比横ばいとなりました。また、前年同
期比売上額判断D.Iが△11.1、前期比5.5㌽低下、同
収益判断D.Iが△5.6、同比11.1㌽改善しました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△22.2
と前期比5.5㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは0.0と前期比5.6㌽低下
となりました。

　借入金の動きでは、「借入した」が11.1％（前期
5.6％）、「予定あり」が5.6％（同5.6％）を示してい
ます。
　経営上の問題点では、「同業者間の競争激化」
が44.4％、「商品物件の不足」が27.8％、「売上の
停滞・減少」が22.2％と上位に挙げられました。
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7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【収　益】

 22.0  51.1  26.9 

 19.5  61.0  19.5 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】【仕入価格】 【収　益】

 11.1  77.8  11.1 

 5.6  77.7  16.7 

 11.1  77.8  11.1 

 5.6  83.2   11.2 0.0  77.8  22.2 

0.0  94.4  5.6 

 22.2  77.8  0.0 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い） 増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 46.4  29.2  24.4 

時期

小売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格

時期

不動産業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
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 68.3  31.7  0.0 

 16.7  83.3  0.0  9.8  65.8  24.4  51.2  48.8  0.0 

 9.8  56.0  34.2 

 9.8  53.6   36.6 

10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23. 10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23.

■ 小 売 業 回答企業数41企業（回答率100％） ■ 不動産業 回答企業数18企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ4＿7



　仕入先と販売先双方に価格交渉を行い利幅縮小の打開策としている。なお、
他社では取り揃えていないような商品を扱い多くの固定客から要望を満たすこ
とで安定した売上確保に努めている。

調査員のコメントから

業況判断D.Iは△21.2、前期比3.0㌽の改善

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比9.1㌽低
下、収益判断D.Iが同比横ばいを見込んでいます。
また、販売価格判断D.Iでは当期実績比6.0㌽低下を
見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実績
比3.1㌽改善、残業時間判断D.Iが同比横ばいの見通
しとなっています。
　当面の重点施策では、「販路を広げる」・「経費の節
減」がそれぞれ63.6％、「情報力の強化」が24.2％、「品
揃えを充実する」が21.2％と上位に挙げられました。

概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△18.2、
当期実績比3.0㌽改善の見込

景況天気図

3ヶ月予報

　項目別では、売上額判断D.Iが
△15.2と前期比27.3㌽、収益判断

D.Iが△9.1と同比9.1㌽ともに改善しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが9.1、前期比15.2㌽、
同収益判断D.Iが△12.1、同比12.1㌽ともに改善し
ました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.2
と前期比3.1㌽低下し、人手不足感が強まりました。
また、前期比残業時間D.Iは△6.1と前期比3.0㌽改
善しました。

　借入金の動きでは、「借入した」が12.1％（前期
12.1％）、「予定あり」が3.0％（同18.2％）を示して
います。また、設備投資を「実施した」と回答した
企業は15.2％（前期12.1％）となりました。
　経営上の問題点では、「利幅の縮小」が48.5％、
「売上の停滞・減少」・「同業者間の競争激化」が
それぞれ33.3％、「仕入先からの値上要請」が
30.3％と上位に挙げられました。

10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23.

 Keikyo Report  No.117  Keikyo Report  No.117

3

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【仕入価格】 【収　益】

 24.2  57.7  18.1 

 15.1  60.7  24.2 

 18.2  54.5  27.3 

 33.4 48.4  18.2 

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.1  54.6  33.3 

 66.7  33.3  0.0 

15.2  51.4  33.4 

 48.4  45.6  6.0 

■ 卸 売 業 回答企業数33企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ3＿8

時期

卸売業  主要指標の推移D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益
前年同期比販売価格
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問1 貴社の社長（代表者）の年齢階層はいずれに属しますか。
また、貴社の後継者問題について最も当てはまるものをお答えください。

問2 貴社の現時点における事業承継の考え方について最もあてはまるものをお答えください。

中小企業の将来を見据えた事業承継について中小企業の将来を見据えた事業承継について

社長の
年齢階層

後継者に
ついて

70歳代以上
26.5％

後継者はすでに
決まっている
23.5％

後継者が見当たらない

まだ考えていない

（％）0 10 20 30 40

 後継者が決まっていない要員

現在時点では
理由があり考えていない
8.7％

20歳代、30歳代
1.7％

50歳代　28.3％

40歳代　12.6％

60歳代　30.9％

後継者はまだ
決まっていない
76.5％

後継者は必要ない
（事業譲渡希望、廃業予定など）

後継者候補はいるが、
まだ決定ではない 　　　　　 20.0％

   10.4％

　　　　　　　　　　37.8％

8.3％

子供（娘婿などを含む）に承継

その他の同族者（兄弟、親戚など）に承継

非同族の役員、従業員に承継

非同族の社外人材に承継

M＆A（第三者への事業譲渡）等
（％）0 10 20 30 40 50

事業承継の候補先

現時点で
考えるつもりはない
22.2％

現時点で
考えるつもりはない
22.2％

現在の事業を
継続するつもりがない
10.0％

事業継承する
予定がある
59.1％

　　　　　　　　　　　43.9％

　　   7.8％

       5.2％

0.0％

   2.2％

忙しくて考える余裕がない

何から手をつけていいかわからない

身近に相談相手がいない

（％）0 10 20

考えていない理由

　 3.5％

　3.0％

   2.2％

中小企業の将来を見据えた 事業承継について中小企業の将来を見据えた 事業承継について
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7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

【業　況】 【売上額】

【原材料価格】

増加•やや増加（良い•やや良い） 変わらず（変化無し） やや減少•減少（やや悪い•悪い）

 12.5  62.5  25.0 

8.3  69.5  22.2 

 18.1  77.7  4.2 

33.4  62.4  4.2 

 11.1  73.6  15.3 

【収　益】

 11.1  68.1  20.8 

7～9月の
実　績

10～12月の
見通し

5.6  68.0  26.4 

8.3  65.3  26.4 

■ 製 造 業 回答企業数72企業（回答率100％）

Ｃ Ｋ 景況レポートＰ2＿9

　項目別では、売上額判断D.Iが
△12.5と前期比6.9㌽、収益判断D.I

が△18.1と同比8.2㌽ともに低下しました。また、
前年同期比売上額判断D.Iが△5.6、前期比2.8㌽
低下、同収益判断D.Iが△19.4、同比6.0㌽改善し
ました。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが△15.3
と前期比0.2㌽改善し、人手不足感がやや緩和しま
した。また、前期比残業時間D.Iは△6.9と前期比
5.8㌽改善しました。

　原材料高騰の影響により利幅は縮小している。一方で受注状況は増加
傾向にあることから、人手不足対応するため従業員募集するも思うよう
な雇用が出来ていない。　

調査員のコメントから

時期

製造業  主要指標の推移D.I

10～12月期
の見通し12 3 6 9 12 3 6 9  

21.  22. 23.

業況判断D.Iは△20.8、前期比3.9㌽の低下

　借入金の動きでは、「借入した」が15.3％（前期
19.7％）、「予定あり」が12.5％（同14.1％）を示し
ています。また、設備投資を「実施した」と回答し
た企業は9.7％（前期8.5％）となりました。
　経営上の問題点では、「原材料高」が50.0％、
｢売上の停滞・減少｣が34.7％、「利幅の縮小」が
26.4％と上位に挙げられました。

　項目別では、売上額判断D.Iが当期実績比8.3㌽、
収益判断 D.Iが同比8.4㌽ともに改善を見込んでい
ます。また、販売価格判断 D.Iは当期実績比4.1㌽
低下を見込んでいます。
　雇用面の動きでは、人手過不足判断 D.Iが当期
実績比1.4㌽、残業時間判断 D.Iが同比1.3㌽とも
に改善の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が62.5％、
「販路を広げる」が34.7％、「人材を確保する」が
25.0％と上位に挙げられました。

景況天気図 概況（7月▶9月期）

見通し（10月▶12月期）

業況の見通し判断D.Iは△13.9、
当期実績比6.9㌽改善の見込

3ヶ月予報 30

20

10

0

△10

△20

△30

△40

△50

△60

△70

△80

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

（％）0
 

10
 

20
 

30
 

40  

　事業の将来性
　取引先との信頼関係の維持

　後継者の力量
　候補者の選定・確保
　従業員の雇用維持
　従業員の理解
　譲渡金額

　借入金・個人保証の引継ぎ

（複数回答：3つ以内）

問3 貴社では事業承継を行おうとする際に、どのようなことが問題になると考えられますか。

問4 中小企業が円滑に事業承継を進めていく上で、信用金庫には何を期待しますか。信用金庫に
対して期待していること、もしくは今後期待したいことについてお答えください。

問5 近年、中小企業におけるM&A（第三者への事業譲渡）が話題になっていますが、M&Aについ
てどのような認識を持っていますか。

M&Aについて
認識がある
83.1％

M&Aは
よくわからない
16.9％

事業承継を行う際の問題点の内容

信用金庫に対して期待していること

　　　　　　　　　　　　　　　　 30.3％

　　　　　　　　　　18.8％

　　　　　　 12.4％

　　　　7.9％

　　　　8.1％

　2.4％

0.5％

　　　　7.9％

　　4.3％

　　　　　　　　　　　　　　　　 30.3％

　　　　　　　　　　18.8％

　　　　　　 12.4％

　　　　7.9％

　　　　8.1％

　2.4％

0.5％

　　　　7.9％

　　4.3％　個人資産の取扱い・相続税等の
税金対策

事業承継を行う際
問題点がある
92.6％

問題点は特にない
7.4％

（％）0
 

10
 

20
 

30
 

後継者教育・セミナー等

個別相談

専門家（税理士等）の紹介

事業譲渡先の紹介

事業承継前後の個人保証・担保への対応

　　早期の事業承継の準備への助言等

　承継後の事業計画策定への助言等

M&Aについての認識

　　　　　  10.9％

　　　　　　　　　　　20.4％

　　　　　  10.4％

　1.8％

　    4.8％

          6.1％

　　  5.2％

　　　　　  10.9％

　　　　　　　　　　　20.4％

　　　　　  10.4％

　1.8％

　    4.8％

          6.1％

　　  5.2％

（％）0
 

10
 

20
 

30
 

　事業を最適な先に譲渡できる

　従業員の雇用を維持できる

　取引関係を維持できる

　事業拡大戦略の1つである

　乗っ取りなど負のイメージがある

　中小企業にはなじまない

　従業員の雇用維持に不安がある

　専門家の支援が必要なものである

そ　の　他

（複数回答：3つ以内）

　　　　　　　   14.3％

　　　　　　　12.9％

　　　　　　11.1％

　　　　　　   12.9％

　 2.9％

　　　　   9.2％

　　  4.6％

　　　　　　　　14.6％

0.6％

　　　　　　　   14.3％

　　　　　　　12.9％

　　　　　　11.1％

　　　　　　   12.9％

　 2.9％

　　　　   9.2％

　　  4.6％

　　　　　　　　14.6％

0.6％

その他　1.3％

自社の問題で
あるため
自社で解決
10.0％

円滑に事業承継を
進めていく上で
信用金庫に期待する
ことがある
59.6％

信用金庫に
期待することは
特にない  29.1％
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■このレポートは、当金庫のお客様231企業（回答企業230企業）について、景気の現状と今後の見通しを調査したものです。

業況は、卸売業・サービス業・建設業で改善、小売業で横ばい
　　　　　　茨城県西地域の中小企業の業況判断D.I（「良い」と答
えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標）
は△16.5と、2023年4月～6月期(前期)の調査より0.5㌽改善し、景
況感はわずかに良化しました。業種別では、製造業で前期比3.9㌽、
不動産業で同比16.6㌽低下しましたが、小売業で横ばい、卸売業で
同比3.0㌽、サービス業で同比6.4㌽、建設業で同比11.4㌽改善しま
した。項目別では、売上額判断D.Iが△1.3と前期比9.1㌽、収益判断
D.Iが△10.0と同比3.9㌽ともに改善しました。また、前年同期比売
上額判断D.Iが4.3、前期比6.5㌽、同収益判断D.Iが△8.3、同比11.3㌽
ともに改善しました。雇用面では、人手過不足判断D.Iが△17.8と前
期比3.5㌽低下し、人手不足感が強まりました。また、前期比残業時
間D.Iにおいては前期比5.2㌽改善しました。借入金の動きでは、「借
入した」が前期比0.8㌽増加しましたが、借入難易度は、特に大きな
変化は見られませんでした。経営上の問題点では、「原材料高」が31.3％、「売上の停滞・減少」が30.9％、「同業者
間の競争激化」が29.1％と上位に挙げられました。また、特別調査の「中小企業の将来を見据えた事業承継につ
いて」、現時点における事業承継の考え方についての質問に対し、子供（娘婿などを含む）に承継との回答が43.9％と
最も多く、事業承継を行おうとする際にどのようなことが問題になると考えられますかの質問に対しては、事業の
将来性との回答が30.3％と最も多い結果となりました。
◎業況判断D.I＝「良い」と答えた企業の割合から「悪い」と答えた企業の割合を差し引いた指標　◎特別調査の詳細は8～9ページに掲載しています

　来期は、小売業を除き全業種で改
善を見込んでいます。項目別では、売
上額判断D.Iが当期実績比1.7㌽、収

  業況の見通し判断Ｄ.Iは△10.4、当期実績比6.1㌽改善の見込3ヶ月予報 見通し（10月▶12月期）

益判断D.Iでは同比3.5㌽ともに改善を見込んでいま
す。また、販売価格判断D.Iは当期実績比5.6㌽低下
を見込んでいます。

　雇用面の動きでは、人手過不足判断D.Iが当期実
績比0.5㌽低下、残業時間判断D.Iが同比0.9㌽改善
の見通しとなっています。
　当面の重点施策では、「経費の節減」が60.0％、
「販路を広げる」が32.2％、「人材を確保する」が
23.5％と上位に挙げられました。

12 3 6 9 12 3 6 9  
 21.     22.    23. 

時期 10～12月期
の見通し

D.I

業　況
前年同期比売上額
前年同期比収益

全業種総合 主要指標の推移
10
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総　　　合
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〔 この天気図は、景気指標を総合的に判断して作成しました 〕

業種名 時 期 5年4月～6月 5年7月～9月 5年10月～12月
見通し 概　　　　　　　　　要

業況判断Ｄ．Ｉは、０．５㌽改善し△１６．５。来期は、６．１㌽改善し△１０．４の見通し。

業況判断D.Iは、３．９㌽低下し△２０．８。来期は、６．９㌽改善し△１３．９の見通し。

業況判断D.Iは、３．０㌽改善し△２１．２。来期は、３．０㌽改善し△１８．２の見通し。

業況判断D.Iは、横ばいの△２４．４。来期は、２．４㌽低下し△２６．８の見通し。

業況判断D.Iは、６．４㌽改善し△１９．４。来期は、１２．９㌽改善し△６．５の見通し。

業況判断D.Iは、１１．４㌽改善し１１．４。来期は、５．７㌽改善し１７．１の見通し。

業況判断D.Iは、１６．６㌽低下し△２２．２。来期は、１６．６㌽改善し△５．６の見通し。

景 況 天 気 図

業況改善 業況悪化 業況変化なし低調好調

本誌は、環境に配慮し、再生紙と植物性大豆油インキを使用しています

〒307-8601  結城市大字結城557番地
TEL（0296）32ー2110　FAX（0296）33ー0414
http://www.shinkin.co.jp/yuki/
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結城信用金庫営業統括部

概況（7月▶9月期）

調査結果の
あらまし

　　 後　記
ユーシン景気動向調査に、ご理解とご協力を頂きまして、厚くお礼申し上げます。
皆さまのご意見、ご希望をどしどしお寄せください。

２０２5年版カレンダー「ユーシンのある街」写真コンテスト

※応募要領につきましては当金庫ホームページをご覧ください。

　結城信用金庫の店舗がある街で未来に残しておきたい風景・街並み・祭りなどを
テーマに写真コンテストを開催中！
　応募作品の中から優秀作品を選定し、2025年のカレンダーに採用します。

20歳以上の方
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